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　品質方針として、「保土谷化学グループは、取引先指向の品質第一に徹する」を掲げており、「製品、商品および 
委託製品」を通して取引先の要望に応え、もって社会に対する貢献と社業の発展に資することを目的としております。

 基本的な考え方

　保土谷化学グループは、事実を把握し、事実から判断し、事実に基づいた行動にこだわることで、品質重視の 
思想を徹底し、取引先の信頼と満足に応える高機能、高付加価値の製品・サービスを提供します。
　2018年10月に機能、役割および責任を明確にするため「環境・安全・品質保証部」を「品質保証部」と「環境安全部」に
再編しました。
　取引先の品質に対する満足を保証するため、品質保証活動を目的別に次の4つの体系に区分し、各体系に応じた
必要な審査・監査・マネジメントシステムを通じて品質保証に取り組んでおります。

 品質保証の取り組み

①製品の企画から安定生産までの品質保証活動体系 
②製品の定常生産業務における品質保証活動体系

③商品・委託製品に関する品質保証活動体系
④品質保証活動の見直しに関する活動体系

　企業活動における品質・環境に関する体制については、国際規格への適応が当然のことと認識される時代に 
なってきております。保土谷化学は事業所単位の取り組みにより、環境および品質マネジメントシステムの国際規格である
ISO14001、ISO9001の認証を全事業所で取得してきました。2010年には事業所毎に分散独立したマネジメント
システムを統合し、さらに認証範囲を関係会社・協力会社まで拡大した保土谷化学グループとしての統合認証の取得を
達成しました。またグループ会社の韓国SFC CO., LTD.も韓国の認証機関によるISOを取得しております。 
2017年には、環境および品質マネジメントシステム2015年度版への移行審査を受け、認証の更新をいたしました。
　従前以上に強化された体制の下、環境管理活動および品質向上活動に保土谷化学グループ一丸となって 
取り組んでおります。

 ISOシリーズ取得

ISO14001：2015年版　環境マネジメントシステム
認 証 機 関 日本化学キューエイ
登 録 番 号 JCQA-E-0330

適 合 規 格 JIS Q 14001:2015
ISO 14001:2015

取得年月日 2001.12.25

ISO9001：2015年版　品質マネジメントシステム
認 証 機 関 日本化学キューエイ
登 録 番 号 JCQA-0184

適 合 規 格 JIS Q 9001:2015
ISO 9001:2015

取得年月日 1996.12.25

品質保証
～ ISO26000 ７つの中核課題：消費者課題 ～

　工場の役割は、品質の良い製品を生産し、「決められた品質」であるかどうかを確かめて 
提供することで、お客様の信頼と満足にお応えすることです。
　品質保証室の主な仕事は、入荷原料と出荷製品の品質チェックです。また、日々の出荷の際、
製品に添付する試験成績表の記載事項のチェックもします。何回行っても緊張しますが、誤った
品質の製品を出荷しないために初心を忘れることなく継続していきたいと思っています。
　品質保証に関連する教育は、年間を通じて実施しており、誰がやっても同じ結果が出る 
ように、人の動作・機械操作の手順を、現状において最善のものとして定めた「作業標準書」の
重要性について注力していきたいと考えています。
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